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　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、
町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。
不明な点は、総務課総務厚生係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

この日誌が皆様の手に届く頃は平成 29年になっていると思います。暮の風物の一つである「餅つき大会」が話題になっ
ています。今年急増しているノロウイルス対策のこともあって中止にしたり、ついた餅を直接食べない等の対策をとるケー
スが増えているのだそうです。多分お歳を召した皆様にしたら「何を言っているのだ！」と言われると思いますが、昨今の
事情は大変なようです。この他にも節分の豆まきの豆が子供の鼻や耳に入ったらいけないとして新聞紙を丸めた物に変えた
り、秋田のなまはげの鬼が優しい顔になったりなど信じられないぐらい過保護な子供目線が増えていて気になるのですが、
私だけでしょうか？　さて、今年も本当にお世話になりました。ありがとうございました。例年同様、年賀の御挨拶は広報
年頭の挨拶に代えさせて頂きますのでお許しください。どうぞ良いお年を !!

町長日誌の第 158 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事
を町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№158町長日誌
昨日（10日）は、札幌や日本海側で風雪が強かったようですが、幸いにも町内では
それほどひどくありませんでした。今日は朝から穏やかな天候のなか恒例のはまなす幼

稚園クリスマス会に出席しました。例年、この行事が町内最後の行事でして、クリスマス会が終わると「今年も、もう少し
だなあ！」と言う気分になります。はまなす幼稚園には、年齢に応じてつくし組・たんぽぽ組・ちゅうりっぷ組そして最年
長のひまわり組があり、組ごとにダンスや劇などに挑戦します。今年も会場となった中央公民館にはご家族が駆けつけ満員
状態でした。毎年、最年長のひまわり組は「自然や環境を大切に！」をテーマにした劇を演じるのですが、今年は 8月に本
道を襲った大雨災害をテーマにした劇を演じてくれました。大人のエゴや経済活動がどれほど大切な自然を壊しているのか
素直に考えさせられる素晴らしい劇でした。ひまわり組の皆さんとても良かったですよ！

12月 11日㈰　AM11:00

興部町遺族会会長の佐藤勝さんが要望に来られました。皆さんは「遺族会」と言う組織を御存じで
しょうか？　この会は、全国組織まである会で、主に 71年前の第 2次世界大戦で戦死された方のご遺族で構成されていま
すが、当然の如く戦死者の親の世代ももうお亡くなりになっていますし、主にご兄弟が中心になっていますが、この方たち
もご高齢で会員数は激減しています。遺族会の目的は戦死者の慰霊を末代まで絶やすことなく行う事にありますが、時代と
共に戦争の記憶が薄れ、世代が変わり、遺族が町外に転出された場合も多く会の運営にも支障をきたす状況で支援を求める
要望に来られたのです。私は、何年経とうとも 168人の戦争犠牲者が興部町にはいたことを風化してはならないと考えてい
ますので、本当に僅かではありますが、来年度から支援させて頂くことにいたしました。

11月25日㈮

寒く雪がちらつく中ではありましたが、8年前から研究調査を重ね、国が進めるバイオマスタウン
さらにはバイオマス産業都市の認定を受け平成 27年から北興地区に建設していましたバイオガスプラントが無事落成を迎
えました。50名を超える皆様がお祝いに駆けつけて下さり、式典や表彰の後家畜排せつ物投入エリアの前でテープカットを
行いプラントが正式に稼働を始めました。発電量も順調に推移しておりますが、先ずは 1年間通した稼働状況を見守りたい
と考えています。エネルギーの地産地消、新しい酪農産業の有り方、自然環境の保全などを視野に入れた取り組みをこの施
設を通じて取り組んで参ります。

11月29日㈫

総合センターを会場に「つなぎファッションショー」が開催されました。何のイベント？　と思わ
れる方も多いと思います。新しいまちづくりの方策を考える若い世代が「やるっぺおこっぺ実行委員会 ｣をつくり、酪農家の
奥さんの夢を実現しようとしたイベントで、農協の青年部や若妻会、作業服屋さん、農機具屋さんなど酪農を取り巻く様々な
人が作業服である「つなぎ（オーバーオール）」をテーマに酪農家の一日をファッションショーで表現しました。私もラスト
に出演させてもらいましたが、小さな子供から若者まで実に楽しく生き生きとした笑顔で思い思いのポーズを決めながら歩く
姿は「パリコレ」ならぬ「おこっぺコレクション」詰めて「オペコレ」のようでした。久しぶりに楽しいイベントに参加させ
て頂きました。こんな素晴らしい若者たちが我が町には沢山いることに嬉しくなりました。皆さん本当にお疲れ様でした。

12月4日㈰


